
前
離
島
振
興
課
振
興
第
一
補
佐
　
中
村
　
隆

離
島
振
興
課
振
興
第
一
補
佐
　
　
中
村
克
彦

離
島
振
興
課
振
興
第
一
係
長
　
　
渡
邉
英
彦
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現
在
の
離
島
振
興
法
は
、
平
成
一
四
年
の
通
常
国
会
に
お
い
て
成

立
し
、
平
成
一
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、

国
が
離
島
振
興
計
画
を
定
め
て
い
た
従
来
の
仕
組
み
が
改
め
ら
れ
、

国
が
離
島
振
興
基
本
方
針
を
定
め
、
都
道
府
県
が
当
該
基
本
方
針
に

基
づ
き
離
島
振
興
計
画
を
作
成
す
る
仕
組
み
と
な
っ
た
。

こ
の
新
た
な
仕
組
み
の
下
、
離
島
振
興
計
画
は
、
離
島
振
興
対
策

実
施
地
域
を
有
す
る
関
係
二
五
都
道
県
に
よ
り
一
〇
年
間
の
計
画
と

し
て
策
定
さ
れ
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
各
種
の
離
島
振
興
対
策
が
実

施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
般
、
各
離
島
振
興
計
画
が
策
定
さ
れ
て
概
ね
八
年
が
経
過
し
た

と
こ
ろ
、
国
土
交
通
省
離
島
振
興
課
で
は
、
終
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る

各
計
画
の
進
捗
等
を
把
握
し
た
上
で
、
離
島
振
興
基
本
方
針
も
含
め

た
全
体
の
総
括
を
行
う
た
め
、
離
島
振
興
計
画
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

作
業
を
行
い
、
最
終
報
告
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

本
稿
で
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
く
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
離
島
振
興
計
画
の
策
定
当
初
の
課
題
や
目
標
を
踏
ま
え
つ
つ
、
離

島
振
興
対
策
実
施
地
域
に
お
け
る
計
画
の
進
捗
状
況
や
継
続
的
な
課

離
島
振
興
計
画

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ（
最
終
報
告
）

の
概
要

離
島
振
興
法
の
改
正
延
長
に
向
け
て

特
集

２．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
作
業
等
の
内
容

１．
は
じ
め
に
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題
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省
が
そ
れ
ら
の
結
果
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
に
お
い
て
集
約
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て

追
加
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
と
り
ま
と
め
や
分
析
を
国
で

行
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
作
業
経
緯
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
平
成
二
二
年
度
上
半
期：

・
各
地
方
公
共
団
体
か
ら
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
・
整
理

・
都
道
県
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

②
平
成
二
二
年
一
二
月
九
日：

・
国
土
審
議
会
離
島
振
興
対
策
分
科
会
に
お
い
て
中
間
報
告

③
平
成
二
三
年
一
、
二
月：

・
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

・
関
係
地
方
公
共
団
体
の
職
員
や
地
元
関
係
者
と
の
意
見
交
換
会
を

実
施

④
平
成
二
三
年
五
月
九
日：

・
国
土
審
議
会
離
島
振
興
対
策
分
科
会
に
お
い
て
最
終
報
告

（
１
）
全
体
の
構
成

離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
最
終
報
告
）
は
、
第
一
〜
四
章
で

構
成
さ
れ
、
各
章
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●

第
一
章
　
離
島
の
概
要：

・
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
目
的
、
背
景
等

第
二
章
　
離
島
の
概
況：

・
人
口
減
少
、
高
い
高
齢
化
率
、
物
価
高
騰
、
離
島
の
厳
し
い
現
状

・
離
島
の
重
要
な
国
家
的
役
割
や
国
民
的
役
割

・
地
域
が
創
意
工
夫
を
活
か
し
て
行
っ
て
い
る
様
々
な
取
組

・
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
の
概

要
と
し
て
、
分
野
別
ご
と
の
重
点
的
取
組
や
評
価
結
果
、
ま
た
、

内
海
・
外
海
や
近
海
・
遠
海
の
比
較
結
果
等

・
国
の
支
援
、
公
共
事
業
　
等

第
三
章
　
離
島
振
興
計
画
の
各
分
野
に
お
け
る
状
況

・
各
分
野
別
の
現
状
や
取
組
に
関
す
る
評
価
等
（
具
体
的
な
内
容
は
本

章
「（
３
）
各
項
目
の
概
要
」
参
照
）

第
四
章
　
今
後
の
離
島
振
興
法
改
正
に
向
け
て

・
今
後
必
要
な
論
点
や
検
討
課
題

・
離
島
振
興
法
改
正
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

●

な
お
、
第
二
章
の
後
半
か
ら
は
、
各
項
目
の
記
述
内
容
を
「
計
画

策
定
当
初
の
課
題
」
と
「
取
組
状
況
と
現
状
の
評
価
」
に
分
類
す
る

こ
と
で
、
当
初
の
課
題
に
対
す
る
現
在
の
状
況
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た
。

ま
た
、
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
の
ほ
か
、
取
組
事
例
等
を
事
例
集
や
コ
ラ
ム
と
し
て
掲
載
し
、
記

３．
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ（
最
終
報
告
）
の
概
要
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述
内
容
の
背
景
と
な
る
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
や
具
体
的
な
事
例
な
ど
が
参

照
で
き
る
よ
う
と
り
ま
と
め
た
。

●

（
２
）
全
体
の
概
要

今
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
点
を
ご
く
簡

単
に
ま
と
め
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
離
島
の
概
況
で
あ
る
が
、
離
島
振
興
法
に
基
づ
く
有
人
離

島
に
お
い
て
、
平
成
一
二
年
か
ら
一
七
年
の
五
年
間
で
人
口
が
八
パ

ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
と
と
も
に
、
平
成
一
七
年
の
高
齢
者
比
率
が
三

三
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
な
ど
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
。
離
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
も
低
迷
し
て
お
り
、

離
島
を
取
り
巻
く
現
状
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
。

次
に
、離
島
振
興
施
策
全
般
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、こ
れ
ま
で
イ
ン

フ
ラ
整
備
等
が
中
心
で
あ
っ
た
取
組
が
、
今
後
は
観
光
・
交
流
な
ど

を
重
視
す
る
な
ど
、
重
点
化
の
軸
足
が
移
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

島
外
交
通
な
ど
の
よ
う
に
引
き
続
き
国
に
支
援
を
期
待
す
る
分
野
や
、

輸
送
コ
ス
ト
縮
減
の
よ
う
に
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
支
援
制
度
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
国
へ
の
支
援
を
期
待
す
る
分
野
も
あ
る
。

個
々
の
取
組
分
野
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は

予
算
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
今
後

も
「
道
路
」「
港
湾
」「
水
産
基
盤
」
の
整
備
を
重
視
し
て
い
る
ほ
か
、

交
通
体
系
の
関
係
で
は
新
た
に
「
運
賃
低
廉
化
」
に
対
す
る
国
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
や
、
医
療
の
関
係
で
は
非
常
勤
医
師
数

が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
常
勤
医
師
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
離
島
医
療
の
充
実
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

●

（
３
）
各
項
目
の
概
要

以
下
、
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
最
終
報
告
）
の
う
ち
、

各
自
治
体
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
各
分
野
別
の
考
察
を
中
心
に
記

載
す
る
。

１
）
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
（
総
括
）

①
分
野
別
の
取
組
の
傾
向
（
図
１
参
照
）

・
こ
れ
ま
で
、「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
観
光
・
交
流
」「
島
外
交
通
」「
産

業
」「
医
療
」
等
の
分
野
で
、
重
点
的
な
取
組
が
行
わ
れ
て
き
た
。

・
今
後
は
、「
観
光
・
交
流
」「
産
業
」「
島
外
交
通
」「
医
療
」「
イ
ン
フ
ラ

整
備
」
等
の
分
野
で
、
重
点
的
な
取
組
を
行
う
意
向
が
多
い
。

・
国
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、「
島
外
交
通
」「
医
療
」「
イ
ン
フ
ラ
」

「
産
業
」「
福
祉
」
等
の
分
野
で
期
待
が
大
き
い
。

●

②
こ
れ
ま
で
及
び
今
後
の
重
点
的
取
組
分
野
の
比
較
等
（
図
２
参
照
）

・
「
観
光
・
交
流
」「
島
外
交
通
」「
産
業
」「
医
療
」
の
分
野
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
も
ま
た
今
後
も
重
点
的
に
考
え
て
い
る
。

・
「
福
祉
」「
雇
用
創
出
」
の
分
野
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

今
後
の
重
点
的
な
取
組
に
対
す
る
意
向
が
大
き
い
。

・
一
方
、「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
は
、
引
き
続
き
重
点
的
取
組
の
意
向
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図１　分野別の取組の傾向
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図２　これまで及び今後の重点的取組分野の比較（左）　今後の重点的取組分野及
び国の支援を期待する分野の比較（右）
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は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
今
後
の
重
点
的
取
組
の

意
向
は
相
対
的
に
低
い
。

・
「
島
外
交
通
」「
医
療
」「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
の
分
野
に
つ
い
て
、

今
後
重
点
的
な
取
組
の
意
向
が
あ
り
、
国
支
援
の
期
待
も
大
き
い
。

・
「
産
業
」「
観
光
・
交
流
」
の
分
野
は
、
今
後
の
取
組
の
意
向
は

大
き
い
も
の
の
、
国
支
援
の
期
待
は
相
対
的
に
低
く
、
地
方
公
共

団
体
自
身
で
や
っ
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
伺
え
る
。

・
一
方
、「
輸
送
コ
ス
ト
」
は
、
今
後
の
重
点
的
な
取
組
の
意
向
は

小
さ
い
も
の
の
、
そ
の
割
に
は
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
大
き
い
。

●

③
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
す
る
分
野
別
の
評
価
（
図
３
参
照
）

・
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
生
活
」「
医
療
」
の
分
野
で
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
に
対
す
る
評
価
が
高
い
。

・
「
福
祉
」「
情
報
基
盤
」「
島
外
交
通
」「
観
光
・
交
流
」「
国
土
保
全
」

「
教
育
」「
産
業
」
に
つ
い
て
も
比
較
的
評
価
が
高
い
。

・
一
方
、「
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
」「
輸
送
コ
ス
ト
縮
減
」
の
分
野
で

評
価
が
低
い
。

・
ま
た
、「
人
材
育
成
・
多
様
な
主
体
」「
島
内
交
通
」「
雇
用
創
出
」

に
つ
い
て
も
比
較
的
評
価
が
低
い
。

●

④
内
海
及
び
外
海
の
比
較
（
図
４
参
照
）

・
全
体
と
し
て
、「
島
外
交
通
」「
福
祉
」「
国
土
保
全
」
の
分
野
で
、

外
海
よ
り
内
海
で
重
点
的
な
取
組
に
対
す
る
意
識
が
高
い
。
ま
た
、

「
産
業
」「
雇
用
創
出
」
等
の
分
野
で
は
内
海
よ
り
外
海
で
重
点
的

な
取
組
に
対
す
る
意
識
が
高
い
。

・
ま
た
、「
医
療
」
分
野
に
つ
い
て
は
外
海
よ
り
内
海
で
今
後
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
お
り
、「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
観
光
・

交
流
」
に
つ
い
て
は
内
海
よ
り
外
海
で
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

・
ま
た
、「
輸
送
コ
ス
ト
」
分
野
で
は
、
国
に
支
援
を
期
待
す
る
分

野
と
し
て
、
内
海
よ
り
外
海
の
方
が
今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

●

⑤
国
境
周
辺
に
位
置
す
る
離
島
に
つ
い
て
（
図
５
・
６
・
７
参
照
）

・
有
人
離
島
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
九
割
以
上
の
地
方

公
共
団
体
が
、
国
境
周
辺
に
位
置
す
る
離
島
と
そ
の
他
の
離
島
の

役
割
に
違
い
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

・
国
境
周
辺
に
位
置
す
る
離
島
の
役
割
は
「
領
海
・
排
他
的
経
済
水

域
の
確
保
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
国
境
管
理
（
不
法
入
国
管
理

等
の
治
安
の
維
持
）
」「
海
洋
資
源
利
用
」「
海
上
の
安
全
確
保
」
と

続
い
て
い
る
。

・
有
人
離
島
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
の
う
ち
、
二
割
以
上
の
地
方

公
共
団
体
が
国
境
周
辺
に
位
置
す
る
離
島
特
有
の
問
題
が
発
生
し

て
い
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
問
題
と
し
て
「
漂
流
・
漂
着
物
の
処

分
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
漁
船
操
業
時
の
外
国
船
と
の
ト
ラ

ブ
ル
」「
外
国
由
来
の
大
気
汚
染
等
の
環
境
の
変
化
」
と
続
い
て
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図３　これまでの取組に対する地方自治体の自己評価
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図５　国境周辺に位置する離島の役割
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い
る
。

●

２
）
離
島
振
興
計
画
の
各
分
野
に
お
け
る
状
況

①
公
共
事
業
（
イ
ン
フ
ラ
整
備
）

【
現
状
】（
図
８
参
照
）

・
公
共
事
業
予
算
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
を
ピ
ー
ク
に
、
減
少

の
一
途
。
平
成
二
二
年
度
予
算
が
平
成
九
年
度
に
比
べ
、
全
国
平

均
約
六
割
に
対
し
て
、
離
島
は
約
三
割
。
こ
の
た
め
、
今
後
と
も
、

必
要
な
離
島
予
算
の
確
保
が
求
め
ら
れ
る
。

・
離
島
の
公
共
事
業
の
内
訳
で
は
、「
水
産
基
盤
」
が
最
も
大
き
く
、

次
い
で
「
道
路
」「
港
湾
」
と
続
く
。
こ
の
シ
ェ
ア
の
順
番
は
、

近
年
変
わ
っ
て
い
な
い
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
今
後
の
課
題
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

今
次
計
画
に
お
い
て
も
、
各
地
方
公
共
団
体
と
と
も
に
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
予
算
を
投
資
し
て
き
て
お
り
、
総
じ
て
重
要
な
問
題
と
し
て

高
い
意
識
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
、
引
き
続
き
重
要
な
分
野
と

し
て
既
存
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
が
望
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
軸

足
が
他
の
重
点
分
野
に
シ
フ
ト
す
る
意
識
が
見
う
け
ら
れ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
９
参
照
）

・
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て
は
、「
道

図８　離島関係公共事業予算の推移（指数）
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路
」「
水
産
基
盤
」「
港
湾
」
が
大
き
い
。

・
今
後
の
重
点
取
組
と
し
て
は
「
道
路
」「
港
湾
」「
水
産
基
盤
」
の

意
向
が
大
き
い
。

・
国
の
支
援
の
期
待
に
つ
い
て
は
「
道
路
」「
水
産
基
盤
」「
港
湾
」

が
大
き
い
。

・
以
上
、
こ
れ
ら
は
離
島
の
公
共
事
業
予
算
の
上
位
三
つ
と
同
じ
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

・
現
地
で
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
捗
し
た
が
、

今
後
は
施
設
の
維
持
管
理
が
課
題
だ
」「
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す

る
利
用
者
が
使
い
易
い
浮
桟
橋
を
整
備
し
て
欲
し
い
」「
公
共
事

業
の
大
幅
削
減
の
た
め
島
の
建
設
業
者
に
大
き
な
影
響
が
で
て
い

る
」「
県
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
整
備
し
た
が
、
島
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
た
。

●

②
交
通
体
系
の
整
備
（
離
島
航
路
、
離
島
航
空
路
）

【
現
状
】

・
離
島
航
路
の
利
用
者
数
は
平
成
一
四
年
と
一
八
年
を
比
較
す
る
と

約
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
。

・
離
島
航
路
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
減
便
ま
た
は
廃
止
。
三
四
パ
ー

セ
ン
ト
で
運
賃
値
上
げ
を
実
施
。

・
減
便
ま
た
は
廃
止
に
よ
り
、
離
島
―
本
土
間
の
往
復
が
不
便
と
な

り
、
通
院
や
買
物
等
様
々
な
分
野
に
影
響
が
出
て
い
る
。

・
離
島
は
、
家
計
に
占
め
る
交
通
費
に
関
す
る
支
出
が
全
国
平
均
よ

これまでに重点的に取組んだ内容 今後特に重点取組をする内容 今後特に国からの支援を期待する内容
図９ アンケート調査結果（インフラ整備）
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り
二
〜
五
割
高
く
、
航
路
値
上
げ
の
影
響
は
大
き
い
。

・
離
島
航
空
路
に
つ
い
て
も
、
平
成
一
五
〜
二
二
年
の
間
で
六
路
線

が
廃
止
と
な
っ
た
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

条
件
不
利
地
域
で
あ
る
離
島
の
最
も
特
徴
的
な
本
土
と
の
隔
絶
性

か
ら
、
全
体
と
し
て
、
島
外
交
通
を
重
要
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
こ

れ
ま
で
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ま
た
今
後
も
重
点
的
に
取

り
組
む
と
し
て
い
る
。
一
方
で
、
生
活
航
路
は
生
活
の
足
と
し
て
基

本
的
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
財
政
的

な
限
界
等
か
ら
、
国
の
支
援
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
と
も
国
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
10
参
照
）

・
島
外
交
通
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
も
ま
た
今
後
の
重
点

分
野
も
、「
航
路
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」
が
最
も
多
い
。

・
こ
れ
ま
で
の
重
点
的
な
取
組
と
し
て
、
事
業
者
へ
の
対
応
と
し
て

「
航
路
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」
等
、
周
辺
整
備
と
し
て
「
航
路

事
業
者
向
け
の
ハ
ー
ド
対
策
」
が
行
わ
れ
て
き
た
。

・
今
後
の
取
組
と
し
て
は
、
航
路
事
業
者
へ
の
対
応
と
し
て
「
航
路

事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」、
利
用
者
へ
の
対
応
と
し
て
「
運
賃
低

廉
化
」
や
「
航
路
利
用
者
の
増
（
例
え
ば
、
観
光
客
誘
致
等
航
路
利
用

これまでに重点的に取組んだ内容 今後特に重点取組をする内容 今後特に国からの支援を期待する内容

図10　アンケート調査結果（島外交通）
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の
働
き
か
け
）」
の
意
向
が
大
き
い
。

・
国
の
支
援
の
期
待
に
つ
い
て
も
航
路
・
航
空
路
事
業
者
へ
の
対
応

と
し
て
「
航
路
事
業
へ
の
直
接
支
援
」、
利
用
者
へ
の
対
応
と
し

て
「
運
賃
低
廉
化
」
が
大
き
い
。

・
現
地
で
の
意
見
交
換
会
で
は
、「
離
島
の
ハ
ン
デ
ィ
は
海
で
あ
り
、

航
路
は
海
の
国
道
で
あ
る
。
航
路
維
持
は
航
路
事
業
者
だ
け
で
は

無
理
で
あ
り
、
国
が
も
っ
と
航
路
に
対
す
る
支
援
を
行
う
べ
き
」

「
も
っ
と
航
路
運
賃
の
低
廉
化
を
」「
公
設
民
営
化
を
図
る
た
め
の

新
造
船
に
さ
ら
な
る
補
助
を
」「
海
を
隔
て
た
厳
し
い
状
況
は
外

海
も
内
海
も
同
じ
で
あ
り
、
欠
航
に
対
す
る
不
安
が
あ
る
」「
不

安
定
な
航
路
は
島
の
観
光
に
と
っ
て
も
ネ
ッ
ク
と
な
る
」「
航
空

路
の
運
賃
に
つ
い
て
、
割
高
感
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
た
。

●

③
交
通
体
系
の
整
備
（
島
内
交
通
）

【
現
状
】

・
バ
ス
路
線
が
運
行
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
二
二
パ
ー
セ
ン
ト

（
五
六
島
）
の
離
島
。

・
計
画
期
間
中
に
、
人
口
減
に
伴
い
バ
ス
路
線
は
八
島
で
一
部
路
線

廃
止
。

・
一
方
で
高
齢
化
に
伴
い
、
一
四
島
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
の
導
入

も
あ
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

島
内
交
通
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
離
島
航
路
な
ど
の
島
外
交
通
ほ

ど
重
点
的
な
取
組
姿
勢
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
著
し
い
高
齢
化
が

進
む
中
、
島
内
の
交
通
手
段
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
11
参
照
）

・
こ
れ
ま
で
の
重
点
取
組
は
、「
交
通
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」「
バ

ス
ル
ー
ト
等
の
見
直
し
」「
デ
ィ
マ
ン
ド
交
通
等
新
た
な
公
共
交

通
の
導
入
」
の
割
合
が
高
い
。
特
に
、
交
通
空
白
地
域
の
解
消
等

の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
通
や
乗
合
バ
ス
な
ど
を
導
入
し
た
こ

と
を
挙
げ
た
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

・
今
後
の
力
点
分
野
は
、「
デ
ィ
マ
ン
ド
交
通
等
新
た
な
公
共
交
通

の
導
入
」
の
割
合
が
高
い
。
特
に
、
増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通
手

段
の
確
保
を
挙
げ
た
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

・
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
、
自
治
体
の
回
答
数
は
少
な
か
っ
た
が

「
交
通
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」「
運
賃
低
廉
化
」
へ
の
期
待
が
あ

る
。
特
に
、
人
口
減
少
や
高
い
高
齢
化
で
民
間
で
は
存
続
不
可
で

あ
り
、
国
の
支
援
が
必
要
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
離
島
架
橋
の
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
」「
島

内
道
路
の
整
備
の
推
進
が
必
要
」「
赤
字
バ
ス
に
対
す
る
国
の
支

援
を
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。

●
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④
輸
送
コ
ス
ト

【
現
状
】

・
輸
送
コ
ス
ト
は
、
離
島
特
有
の
海
に
よ
る
隔
絶
性
に
起
因
し
た
課

題
で
あ
る
。

・
こ
れ
ま
で
、
物
の
輸
送
に
関
し
て
は
、
国
の
支
援
制
度
は
無
く
、

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
支
援
制
度
も
ほ
と
ん
ど
無
い
。

・
「
生
活
物
資
」
等
の
移
入
品
の
輸
送
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
離
島
の

物
価
高
の
要
因
の
一
つ
。
ま
た
、「
離
島
の
生
産
物
」
等
の
移
出

品
の
輸
送
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
本
土
と
の
競
争
力
の
マ
イ
ナ
ス
要

因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）（
図
12
参
照
）

・
輸
送
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
重
点
的
な
取
組
は
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
今
後
も
重
点
的
な
取
組
の
意
向
は
小
さ
い
も
の

の
、
そ
の
割
に
は
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
大
き
い
。

・
特
に
、
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
、
内
海
の
離
島
よ
り
も
外
海
の
離

島
に
顕
著
で
あ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
13
参
照
）

・
輸
送
コ
ス
ト
の
縮
減
に
は
至
っ
て
い
な
い
、
ま
た
は
取
組
が
十
分

で
は
な
い
と
す
る
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

・
本
土
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
海
上
輸
送
コ
ス
ト
が
大
き
な
問
題

に
な
ら
な
い
と
い
う
自
治
体
も
あ
っ
た
。

・
輸
送
コ
ス
ト
負
担
で
生
産
者
が
意
欲
を
失
わ
な
い
よ
う
農
水
産
物

等
の
海
上
輸
送
費
の
補
助
を
行
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
自
治
体
が

多
か
っ
た
。

・
国
へ
の
支
援
を
期
待
す
る
分
野
で
は
、「
島
内
へ
の
移
入
物
の
運

搬
費
等
へ
の
直
接
支
援
」「
島
外
へ
の
移
出
物
の
運
搬
費
等
の
直

接
支
援
」「
航
路
事
業
者
へ
の
直
接
支
援
」
の
割
合
が
高
い
。

・
特
に
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
品
等
の
生
活
必
需
品
の
価
格
が
高
い
た

め
、
生
活
物
資
輸
送
船
舶
や
運
賃
へ
の
補
助
強
化
を
掲
げ
て
い
る

自
治
体
や
、
本
土
と
の
競
争
条
件
確
保
の
た
め
の
離
島
産
品
の
輸

送
コ
ス
ト
軽
減
を
挙
げ
て
い
る
自
治
体
が
多
か
っ
た
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
本
土
と
比
較
し
て
輸
送
コ
ス
ト
や
輸
送
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
問
題
。
国
に
離
島
の
産
物
の
輸
送
費
に
対
し

て
支
援
を
求
め
る
」「
海
路
に
つ
い
て
も
国
道
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

輸
送
コ
ス
ト
に
対
す
る
国
の
支
援
を
」「
人
の
移
動
に
対
す
る
支

援
に
加
え
、
物
の
移
動
に
対
す
る
支
援
を
」「
輸
送
コ
ス
ト
低
減

の
た
め
、
ロ
ッ
ト
を
ま
と
め
た
り
安
定
出
荷
を
し
た
い
が
、
離
島

の
生
産
物
は
そ
れ
も
で
き
な
い
」「
輸
送
コ
ス
ト
縮
減
の
取
組
に

が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
国
か
ら
支
援
を
し
て
も
ら
い
た
い
」

「
漁
船
の
燃
油
代
が
多
大
に
か
か
る
」「
輸
送
コ
ス
ト
高
は
、
航
路

事
業
者
が
一
社
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

っ
た
意
見
が
出
た
。

●
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これまでに重点的に取組んだ内容 今後特に重点取組をする内容 今後特に国からの支援を期待する内容
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図11　アンケート調査結果（島内交通）
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⑤
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
充
実

【
現
状
】

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
が
利
用
で
き
な
い
離
島
は
二
五
八
島
の
う
ち
一

〇
島
の
み
。

・
今
後
の
離
島
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
は
、

高
速
大
容
量
通
信
に
対
応
す
べ
く
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
超
高
速
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
。

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

離
島
に
お
い
て
は
、
情
報
基
盤
の
整
備
が
遅
れ
て
い
た
が
、
よ
う

や
く
近
年
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
情
報
基
盤
の
分
野
は
、
全
体
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
比
較
的
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
分
野
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
で
、
あ
る
程
度
の
基
盤
の
底
上
げ
が
図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
重
点
化
の
ウ
エ
ー
ト
が
低
く
な
っ
て
く
る

も
の
の
、
国
の
支
援
は
引
き
続
き
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇

一
五
年
頃
を
目
途
に
す
べ
て
の
世
帯
で
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用
の
実

現
を
目
標
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
光
の
道
」
構
想
へ
の
対
応
、
加
え
て
、

遠
隔
医
療
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
情
報
基
盤
の
高
度
利
用
、
さ
ら
に

は
、
高
齢
者
等
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
等
が
必
要
で
あ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
14
参
照
）

・
こ
れ
ま
で
の
重
点
取
組
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
等
の
ハ
ー
ド

施
設
の
整
備
や
支
援
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
取
組
」

「
離
島
の
情
報
発
信
」
の
割
合
が
高
い
。

・
今
後
の
力
点
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
等
の
ハ
ー
ド
施
設
の
整

備
や
支
援
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
取
組
」「
離
島
の
情

報
発
信
」
の
割
合
が
高
い
。

・
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
等
の
ハ
ー
ド
施

設
の
整
備
や
支
援
」「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
取
組
」
の

割
合
が
高
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
今
後
は
情
報
基
盤
を
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
課
題
で
あ
る
」「
都
市
と
離
島
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
こ
と
が
課
題
」「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
き
て
い
な
い
こ
と

が
課
題
」「
島
内
で
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
と
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
が
あ
り
、
島
内
で
も

情
報
格
差
が
あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

●

⑥
農
林
水
産
業
等
の
振
興

【
現
状
】（
図
15
参
照
）

・
離
島
に
お
け
る
農
林
水
産
業
生
産
額
の
推
移
は
、
平
成
二
年
の
ピ

ー
ク
を
境
に
、
平
成
一
八
年
に
は
半
減
し
て
お
り
、
大
幅
な
生
産

額
の
減
少
が
見
ら
れ
る
。

・
各
離
島
で
は
、
よ
り
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
と
す
る
た
め
、

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
確
立
、
高
付
加
価
値
化
、
地
産
地
消
、
販
路

の
拡
大
、
観
光
業
と
の
連
携
等
を
積
極
的
に
促
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

離
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
は
水
産
資
源
の
減
少
や
生

産
物
の
価
格
の
低
迷
等
の
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
例
え
ば
水

産
資
源
管
理
や
高
付
加
価
値
化
な
ど
は
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
と

の
意
識
が
高
い
。
ま
た
、
今

後
も
引
き
続
き
重
要
な
分
野

と
し
て
捉
え
て
い
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見

交
換
会
で
の
意
見
）（
図
16
参

照
）

・
産
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
重
点
的
な
取
組
と
し
て
、

「
水
産
資
源
管
理
」「
高
付
加

価
値
化
（
ブ
ラ
ン
ド
化
等
含

む
）」「
地
域
資
源
を
活
か
し

た
特
産
品
の
開
発
」
等
が
行

わ
れ
て
き
た
。

・
今
後
の
取
組
は
、「
高
付

加
価
値
化
」「
担
い
手
へ
の

取
組
支
援
」「
水
産
資
源
管

図15　離島における農林水産業生産額の推移
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理
」「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
特
産
品
の
開
発
」「
販
路
拡
大
」
等

の
意
向
が
大
き
い
。

・
国
の
支
援
の
期
待
は
「
担
い
手
へ
の
取
組
支
援
」「
水
産
資
源
管

理
」
等
が
大
き
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
離
島
は
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
、
本
土
に
比

べ
て
不
利
。
輸
送
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
国
の
支
援
が
必
要
」

「
飼
料
、
肥
料
等
の
島
内
へ
の
輸
送
費
、
島
で
作
ら
れ
た
生
産
物

の
島
外
へ
の
輸
送
費
が
課
題
」「
離
島
の
産
業
振
興
の
た
め
、
商

品
開
発
、
高
付
加
価
値
化
、
販
売
力
強
化
等
に
関
し
て
国
の
細
や

か
な
支
援
が
必
要
」「
水
産
資
源
問
題
を
懸
念
」「
六
次
産
業
化
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
」「
も
っ
と
都
会
で
の
Ｐ
Ｒ
が
必
要
」「
島
外

の
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
が
必
要
」「
後
継
者
不
足
が
課
題
」「
航
路
の

不
安
定
さ
の
た
め
、
物
販
販
売
も
定
期
的
に
出
せ
な
い
」「
企
業

誘
致
の
た
め
に
は
特
区
制
度
を
設
け
法
人
税
減
免
の
よ
う
な
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
」「
建
設
業
衰
退
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
他
事

業
へ
の
転
換
を
図
り
た
い
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

●

⑦
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
活
用

【
現
状
】

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
発
電
し
て
い
る
離
島
は
全
体
の
七

パ
ー
セ
ン
ト
（
一
九
島
）
の
み
。

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
を
活
用
す
る
た
め
の
設
備
の
導
入
に
は
大
き

な
費
用
が
か
か
る
た
め
、
発
電
施
設
等
の
立
地
場
所
や
電
力
等
の

利
用
方
法
、
採
算
性
、
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
熟
慮
が
求
め

ら
れ
、
そ
れ
ら
を
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
有
効
に
導
入
支
援
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

離
島
は
沿
岸
の
風
力
を
利
用
し
や
す
い
地
理
的
条
件
に
あ
る
な
ど
、

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
も
の
の
、
全
体
と

し
て
重
点
化
の
姿
勢
は
低
位
で
あ
っ
た
。
現
在
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
離
島
で
導
入
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
が
、

今
後
、
よ
り
多
く
の
離
島
で
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
分
野
で
あ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
17
参
照
）

・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、

コ
ス
ト
面
の
課
題
等
か
ら
実
施
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
市
町
村
が

見
受
け
ら
れ
る
。

・
自
治
体
の
回
答
数
は
少
な
か
っ
た
が
「
余
剰
電
力
の
活
用
・
省
エ

ネ
化
」「
電
気
自
動
車
の
導
入
」「
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ト
な
ど
の
試

行
的
実
施
」
の
取
組
が
あ
る
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、
全
体
と
し
て
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
分
野

の
意
見
が
少
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
実
際
に
導
入
し
て
い
る
離

島
は
ま
だ
限
ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
離
島
で
の
効
率
的
運
用
等
の

課
題
が
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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●

⑧
生
活
環
境
の
整
備

【
現
状
】

・
離
島
の
水
道
普
及
率
は
全
国
と
同
程
度
（
約
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
）。

・
離
島
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
全
国
約
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
対

し
、
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
低
い
。
引
き
続
き
下
水
道
等
の
整
備

の
推
進
が
重
要
。

・
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
は
、
島
内
で
対
応
が
で
き
ず
本

土
へ
移
出
す
る
た
め
の
搬
送
費
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

離
島
に
お
い
て
は
地
理
的
特
性
や
集
落
形
態
等
か
ら
上
水
道
の
確

保
や
汚
水
処
理
施
設
や
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備
等
が
課
題
で
あ
り
、

全
体
と
し
て
、
生
活
分
野
に
関
し
て
比
較
的
、
重
点
意
識
を
も
っ
て

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
特
に
、
国
に
対
し
て
廃
棄
物
対

策
に
係
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
18
参
照
）

・
こ
れ
ま
で
の
重
点
取
組
は
、「
下
水
道
等
の
汚
水
処
理
」「
上
水
道
」

「
廃
棄
物
対
策
」「
消
防
活
動
」
の
割
合
が
高
い
。

・
今
後
の
力
点
は
、「
廃
棄
物
対
策
」「
上
水
道
」「
消
防
活
動
」
の

割
合
が
高
い
。

・
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
、「
廃
棄
物
対
策
」「
上
水
道
」「
海
岸
漂

着
物
対
策
」「
下
水
道
等
の
汚
水
処
理
」
の
割
合
が
高
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、
簡
易
水
道
の
整
備
、
島
民
に
よ
る
海
岸
の
漂

着
物
回
収
の
取
組
、
ま
た
島
外
か
ら
の
海
岸
清
掃
活
動
へ
の
参
加

な
ど
の
取
組
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、「
外
国
か
ら
の
漂
着
ゴ
ミ
が

多
い
。
自
治
体
の
み
で
は
対
応
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
」「
本
土

に
廃
棄
物
等
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
、
コ
ス
ト
が
か
か
る
」「
下
水
道

整
備
は
本
土
と
補
助
率
が
変
わ
ら
な
い
の
で
、
離
島
で
の
補
助
率

の
嵩
上
げ
を
」「
高
齢
者
や
車
の
な
い
人
が
買
い
物
が
で
き
な
い

状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
危
惧
す
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

●

⑨
医
療
の
確
保

【
現
状
】

・
医
師
確
保
等
が
喫
緊
の
課
題
。

・
医
師
数
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、
常
勤
医
師
の
減
少
を
非
常
勤
医

師
で
補
う
事
例
が
み
ら
れ
る
。

・
医
師
が
常
駐
し
な
い
離
島
（
離
島
全
体
の
四
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
の
定

期
的
な
巡
回
診
療
、
遠
隔
医
療
等
と
併
せ
て
引
き
続
き
離
島
医
療

の
充
実
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

医
療
に
つ
い
て
は
、
島
内
に
医
者
が
い
な
い
離
島
が
あ
る
こ
と
、
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図16　アンケート調査結果（産業）
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図17　アンケート調査結果（自然エネルギー）
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図18　アンケート調査結果（生活）
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図19　アンケート調査結果（医療）
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緊
急
医
療
体
制
が
十
分
で
な
い
こ
と
等
か
ら
、
全
体
と
し
て
、
か
な

り
重
要
な
問
題
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

ま
た
、
今
後
も
重
点
的
に
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
引
き
続

き
最
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
と
し
て
さ
ら
な
る
国
へ
の
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
19
参
照
）

・
医
療
に
お
い
て
、
今
後
の
取
組
及
び
国
へ
の
支
援
の
期
待
に
つ
い

て
は
、
医
療
施
設
の
充
実
と
し
て
「
診
療
所
や
機
材
の
更
新
等
」

「
医
師
登
録
制
度
」
な
ど
医
師
確
保
と
し
て
の
取
組
に
対
す
る
意

向
や
期
待
が
大
き
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
医
師
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
」「
離
島
で

の
救
急
医
療
に
不
安
が
あ
る
」「
離
島
で
医
師
が
い
な
い
の
で
不

安
」「
高
齢
者
が
多
く
、
診
療
所
へ
行
く
た
め
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

●

⑩
高
齢
者
の
福
祉
の
状
況

【
現
状
】

・
介
護
保
険
施
設
の
不
足
等
に
よ
り
島
民
が
利
用
で
き
な
い
場
合
は

島
外
の
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

・
離
島
地
域
は
、
他
の
地
域
に
比
べ
て
総
じ
て
高
齢
化
が
顕
著
で
あ

り
、
介
護
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
高
齢
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
つ
つ
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

条
件
不
利
地
域
の
中
で
も
、
特
に
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
離
島

に
お
い
て
は
、
福
祉
に
係
る
分
野
が
重
点
分
野
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
点
的
な
取
組
を
行
う
と
し
て
い

る
地
区
が
多
い
か
、
一
方
で
国
に
対
す
る
支
援
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
20
参
照
）

・
福
祉
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
重
点
的
な
取
組
に
つ
い
て
は
、

「
本
土
か
ら
来
る
介
護
事
業
者
へ
の
運
賃
補
助
」
等
が
行
わ
れ
て

き
た
。

・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
工
夫
と
し
て
「
訪

問
介
護
等
の
提
供
」、「
本
土
か
ら
来
る
介
護
事
業
者
へ
の
運
賃
補

助
」「
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
置
」
等
に
対
す
る
意
向
が
大
き
い
。

・
国
へ
の
支
援
の
期
待
に
つ
い
て
は
、「
老
人
ホ
ー
ム
等
の
設
置
」

「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
開
設
支
援
」、
利
用
者
へ
の
支
援
と
し
て

「
当
該
介
護
者
へ
の
運
賃
補
助
」
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
離
島
の
高
齢
化
は
日
本
の
高
齢
化
の
将
来

な
の
で
、
離
島
を
モ
デ
ル
に
し
て
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
」「
島
に
福
祉
施
設
が
な
い
た
め
本
土
ま
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
。
離
島
に
福
祉
施
設
を
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
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い
っ
た
意
見
が
出
た
。

●

⑪
教
育
環
境
の
状
況

【
現
状
】

・
小
学
校
が
な
い
離
島
は
九
〇
島
で
全
体
の
約
三
五
パ
ー
セ
ン
ト

（
人
口
比
一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
※
平
成
二
〇
年
度

・
中
学
校
の
な
い
離
島
は
一
三
三
島
で
全
体
の
約
五
一
パ
ー
セ
ン
ト

（
人
口
比
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
※
平
成
二
〇
年
度

・
廃
校
数
及
び
そ
の
率
は
小
学
校
（
四
二
校
・
全
体
の
約
一
一
パ
ー
セ
ン

ト
）、
中
学
校
（
二
一
校
・
約
九
パ
ー
セ
ン
ト
）（
平
成
一
四
〜
二
〇
年
度
）

・
高
校
の
あ
る
離
島
は
二
七
島
（
全
体
の
一
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ

り
、
離
島
の
高
校
生
の
大
半
が
本
土
や
高
校
の
あ
る
別
の
島
へ
の

通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

・
休
・
廃
校
に
よ
る
校
舎
施
設
を
地
域
の
資
産
と
し
て
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
も
地
域
全
体
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
比
較
し
て
重
点
分
野
と
し
て
は

高
く
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
小
中
学
校
の
廃
校
の
問
題
等

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
等
と
直
結
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
継
続
的
な
取
組
が
重
要
で
あ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
21
参
照
）

・
「
こ
れ
ま
で
の
重
点
取
組
」
は
「
生
徒
へ
の
寮
費
、
通
学
費
等
の

補
助
」「
交
流
授
業
、
体
験
学
習
の
導
入
、
充
実
」
の
割
合
が
高

い
。

・
「
今
後
の
力
点
」
は
「
交
流
授
業
、
体
験
学
習
の
導
入
、
充
実
」

「
生
徒
へ
の
寮
費
、
通
学
費
等
の
補
助
」
の
割
合
が
高
い
。

・
「
国
へ
の
支
援
の
期
待
」
は
「
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
」「
生
徒

へ
の
寮
費
、
通
学
費
等
へ
の
補
助
」
の
割
合
が
高
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、「
島
か
ら
本
土
の
学
校
へ
行
く
の
に
お
金
が

か
か
る
」「
小
学
校
で
ク
ラ
ス
の
同
級
生
や
上
級
生
が
い
な
い
の

で
、
競
争
心
が
な
い
、
手
本
が
い
な
い
な
ど
教
育
面
で
の
不
安
が

あ
る
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。●

⑫
観
光
・
交
流
の
促
進

【
現
状
】（
図
22
参
照
）

・
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
離
島
の
観
光
客
数
及
び
延
宿
泊
者
数
は
、

年
々
減
少
し
て
い
る
。

・
離
島
航
路
の
減
便
や
廃
止
等
も
あ
り
離
島
の
観
光
を
と
り
ま
く
状

況
は
依
然
厳
し
い
。

・
観
光
客
を
対
象
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
、
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
等

が
促
進
。

・
民
間
と
の
連
携
、
島
同
士
の
連
携
等
の
取
組
も
始
め
ら
れ
て
い
る
。

●
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図20　アンケート調査結果（福祉）
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図21　アンケート調査結果（教育）
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図22　離島の観光客の推移
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図23　アンケート調査結果（観光）
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【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

観
光
・
交
流
の
分
野
は
、
離
島
の
新
た
な
産
業
や
雇
用
を
生
み
出
す

分
野
と
し
て
、
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
離
島
の
活

性
化
の
た
め
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
最
も
重
要
な
分
野
と
し

て
、
地
元
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
が
伺
え
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
23
参
照
）

・
観
光
・
交
流
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
重
点
的
な
取
組
に
つ
い
て

は
、「
自
然
体
験
・
交
流
体
験
の
実
施
」「
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
」

「
観
光
客
向
け
の
施
設
の
整
備
」
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。

・
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、「
自
然
体
験
・
交
流
体
験
の
実
施
」

「
観
光
客
向
け
の
施
設
の
整
備
」、
ま
た
情
報
発
信
と
し
て
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
」
等
に
対
す
る
意
向
が
大
き
い
。

・
な
お
、
国
の
支
援
に
対
す
る
期
待
は
、
相
対
的
に
低
い
。

・
意
見
交
換
会
で
は
、
観
光
客
誘
致
や
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
取

組
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
提
供
、
農
林
水
産
業

等
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
観
光
ガ
イ
ド
の
育
成
、
修
学
旅

行
生
の
誘
致
等
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、「
航
路
の
便
数
が
減
便
さ
れ
、
観
光
客
の
日
帰
り
が
難
し

く
な
っ
た
。
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
も
で
き
な
い
」
と
い
っ
た

意
見
が
出
た
。

●

⑬
国
土
保
全
施
設
等
の
整
備

【
現
状
】

・
離
島
に
お
け
る
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
対
す
る
ハ
ー
ド
整
備
率
は

一
三
パ
ー
セ
ン
ト
。

・
離
島
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
の
た
め
、
今
後
も
国
土
保

全
事
業
等
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

・
ほ
と
ん
ど
の
離
島
に
お
い
て
防
災
・
減
災
活
動
の
取
組
が
行
わ
れ

て
い
る
。

・
今
後
は
、
ハ
ー
ド
及
び
ソ
フ
ト
対
策
に
よ
り
、
災
害
発
生
時
の
避

難
対
応
、
防
災
・
減
災
の
仕
組
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

●

【
今
ま
で
の
取
組
の
評
価
、
分
析
】

（
全
体
的
な
傾
向
）

離
島
は
海
岸
に
山
が
迫
り
狭
隘
で
あ
る
、
ま
た
、
複
数
路
線
の
道

路
が
な
く
孤
立
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
災
害
に
対
し
て
脆
弱
性

を
有
し
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
、「
国
土
保
全
」
の
分
野
は
他
と

比
較
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
重
点
的
な
取
組
姿
勢
は
み
ら
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
ま
だ
防
災
対
策
を
は
じ
め
国
土
保
全
に
係
る
整
備
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
の
着
実
な
施
設
整
備
等
が
望
ま
れ
る
。

●

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
）（
図
24
参
照
）

・
こ
れ
ま
で
の
重
点
取
組
は
、「
治
山
・
治
水
・
海
岸
施
設
等
の
整

備
」「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
」「
自
主
防
災
組
織
の
取
組
」
の
割
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合
が
高
い
。

・
特
に
、
港
湾
・
海
岸
等
の
基
盤
整
備
、
土
砂
災
害
対
策
と
し
て
の

砂
防
工
事
、
避
難
路
等
を
事
前
周
知
し
、
住
民
の
防
災
意
識
向
上

を
図
る
た
め
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
を
実
施
し
た
。

・
今
後
の
力
点
は
、「
治
山
・
治
水
・
海
岸
施
設
等
の
整
備
」
の
割

合
が
高
い
。
特
に
、
津
波
高
潮
対
策
工
事
へ
の
意
識
が
高
い
。

・
国
へ
の
支
援
の
期
待
は
、「
治
山
・
治
水
・
海
岸
施
設
等
の
整
備
」

の
割
合
が
高
い
。
具
体
的
に
は
、
台
風
等
大
規
模
災
害
の
懸
念
か

ら
「
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」
を
期
待
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

・
意
見
交
換
会
で
は
「
地
震
・
津
波
対
策
に
備
え
る
必
要
性
が
あ
る
」

「
依
然
と
し
て
土
砂
災
害
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が
多

く
見
ら
れ
る
」「
今
後
、
施
設
の
維
持
管
理
が
重
要
」
と
い
う
意

見
が
出
た
。

平
成
二
五
年
三
月
ま
で
の
限
時
法
で
あ
る
離
島
振
興
法
が
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
議
員
立
法
に
よ
り
改
正
・
延
長
さ
れ
る
場
合
、
今
後

必
要
と
な
る
施
策
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
議
論
が
本
格
化
す
る

と
想
定
さ
れ
る
。

今
回
、
そ
れ
ら
の
議
論
が
行
わ
れ
る
前
に
、
今
の
離
島
が
抱
え
る

問
題
や
今
後
必
要
と
す
る
取
組
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
把
握
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
様
々
な
関
係
者
に
お
い
て
議
論
等
が
進
め
ら
れ
て
い

図24　アンケート調査結果（国土保全）
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く
上
で
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

紹
介
し
た
「
離
島
振
興
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
最
終
報
告
）」
に
つ
い

て
は
、
国
土
交
通
省
の
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
る
の
で
是
非
、

一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
活
用
願
い
た
い
。

h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o.jp
/p
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/sh
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g
ik
ai/city

11_sg
_0000

08.h
tm
l

最
後
に
、「
離
島
振
興
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ（
最
終
報
告
）
」
を
と

り
ま
と
め
る
に
際
し
、
詳
細
な
デ
ー
タ
提
供
や
調
整
等
を
お
願
い
し

た
関
係
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
の
方
々
に
深
く
謝
意
を
表
す
る
。■


